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　　　街を彩るツリーを設置

　商工会青年部では、村のイメージを盛りi

上げようと、今年も4本のクリスマスツリーを
§
国道沿いに設置しました。ツリーの明りが自

い世界を彩るのも、もう間近です。

この広報紙は、再生

紙を使っています。
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　中里村長

山本茂穂氏
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任
期
満
了
に
伴
う
中
里
村
長
選
挙
が
11
月
2
3
日
に
告
示
さ
れ
、

現
職
の
山
本
茂
穂
氏
が
無
竸
争
当
選
と
な
り
、
1
1
月
2
9
日
、

中
里
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
よ
り
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ

ま
し
た
。
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就
任
の
あ
い

さ
つ

　
こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
う
村
長
選
挙
に
当
た
り
ま
し
て
、
村
民

の
皆
様
か
ら
心
温
ま
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
再
度
村
政
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
に
思
い
ま
す
。

と
同
時
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り

ま
す
。
結
果
的
に
、
思
い
も
よ
ら
な
い
無
投
票
当
選
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
初
心
に
返
り
、
村
民
の
信
頼
と
負
託
に
応
え
る
決



意
で
あ
り
ま
す
。

　
過
去
四
年
間
、
至
ら
な
い
者
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
日
ま
で
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
支
援
、
ご
厚
情
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
一
層
の
ご
支
援
、
ご
叱
声
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
今
の
内
外
情
勢
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

米
の
市
場
開
放
間
題
を
始
め
、
未
解
決
の
国
際
的
諸
間
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
内
に
お
い
て
は
中
央
、
地
方
政
界
の
金
権

に
ま
つ
わ
る
不
祥
事
に
端
を
発
し
、
政
治
構
造
の
大
き
な
変
革
の
中
、

地
方
行
政
に
も
大
き
な
変
化
が
出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
私
た
ち
は
常
に
中
里
村
の
将
来
を
見
通
し
、
村
民
の
皆
様
が
何

を
求
め
、
何
を
望
ん
で
い
る
か
を
適
格
に
把
握
し
、
議
論
を
重
ね
和

を
も
っ
て
、
着
実
に
一
歩
一
歩
政
策
を
重
ね
て
参
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
村
民
と
の
対
話
を
一
層
深
め
、
当
然
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
が
、
村
民
の
意
見
が
充
分
反
映
さ
れ
た
村
政
を
展
開
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
村
の
発
展
の
た
め
に
最
も
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
の

は
道
路
で
あ
り
ま
す
。
国
道
、
県
道
の
未
改
良
部
分
の
早
期
改
良
が

急
務
で
あ
り
、
関
係
地
域
の
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
村
道
を
含

め
、
全
力
で
国
県
に
運
動
を
展
開
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
農
業
の

振
興
、
商
工
業
の
活
性
化
、
下
水
道
事
業
の
伸
展
、
天
与
の
恵
ま
れ

た
観
光
資
源
の
活
用
、
宮
中
島
温
泉
の
活
用
、
教
育
施
設
の
充
実
、

当
間
高
原
ス
キ
i
場
の
開
発
等
々
、
村
の
将
来
を
占
う
重
要
課
題
が

目
臼
押
し
で
あ
り
ま
す
。

　
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
「
う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
を
求
め
、

活
力
あ
る
村
づ
く
り
」
の
建
設
に
全
力
を
傾
注
す
る
決
意
で
あ
り
ま

す
の
で
、
議
会
を
始
め
、
村
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平成5年12目10日広報なかさと
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取
り
除
き
ま
す

　
冬
の
暮
ら
し
で
一
番
困
る
の
が
雪
の
問
題
。
特
に
車
な
し
で
は
成

り
立
た
な
い
今
の
生
活
の
中
で
は
、
冬
の
間
、
道
路
が
果
た
す
役
割

は
と
て
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
“
冬
だ
っ
て
ど
こ
へ
で
も
行
け

る
”
こ
と
が
保
障
さ
れ
て
初
め
て
、
私
た
ち
は
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
明
る
い
気
持
ち
に
も
な
れ
る
と
い
う
も
の
。

」
そ
こ
で
か
雪
国
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
感
じ
さ
せ
な
い
暮
ら
し
”
を

目
指
し
て
、
今
年
も
万
全
の
体
制
で
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
も
う
決
し
て
、
「
冬
は
い
や
だ
」
な
ん
て
言
わ
せ
ま
せ
ん
。

　
今
年
の
村
道
除
雪
延
長
は
六
十

二
・
三
綾
で
こ
れ
を
二
十
二
台
の
除

雪
車
で
除
雪
し
ま
す
。
・

　
今
年
も
昨
年
と
同
様
に
、
十
独
．
以

縫
．

上
の
降
雪
が
あ
る
と
除
雪
車
が
出
動

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
雪
国
の

ハ
ン
デ
ィ
を
取
り
除
く
こ
と
に
全
力

を
注
ぎ
ま
す
。

　
冬
で
も
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
除
雪
作
業
は
安
全
第
一
で
す
。
作

　
業
中
は
絶
対
に
機
械
に
近
寄
ら
な

　
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
道
路
上
に
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ

　
い
。

ー
◎
屋
根
の
雪
を
路
上
に
捨
て
な
い
で

　
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得
な
い
と
者

　
は
、
車
の
通
行
の
支
障
と
な
ら
な

　
い
よ
う
に
片
付
け
ま
し
ょ
う
。

◎
ゴ
ミ
焼
却
炉
等
を
路
肩
に
置
か
な

　
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
大
切
な
も
の
に
は
目
印
を
付
け
て

　
く
だ
さ
い
。

平成5年度冬期除雪路線計画図
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　コール『なかさと』と中里コ1ンサート協会が主催するテユオコしサートが先月

19日夜、∪モールで開かれました。

　テユオ：コ1ンサートは今年で4回目セ迎え、音楽つアしにはすっかりおなじみφ

演奏会となっていますが、身近で1コしサートが聞けるとあって、会場には親子連

れo～姿も大勢見られました。

　：コしサートはコール「なかさと』φ混声合唱に始まり、つルートo～三重奏、箏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ合奏、尺八とギ勺一〇1ジコイしトなど、140～プロヴ‘うムが披露され、集まったお

よ易260人φ聴衆は、うっとりと聞き入っていました。
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フルートとピアノ

●フルート

　　　「マズルカ作品39』

池田靖啓●ピアノ池田由佳

匿璽　「花嫁人形』「小さい秋』「月の砂漠』

●箏柳協子他

混声合唱　「流浪の民』「グリーングリーン』

●コール「なかさと」

古典箏曲　「みだれ』

●尺八　広田公男　●箏　広田登代美

フルート三重奏　「サンパウロの想い出』

●フルート　池田靖啓、山本美代恵、江ロ幸枝
●ピアノ　池田由佳

尺八とギターのジョイント

●尺八　広田公男

「メヌエット『アルルの女』より』

●ギター風巻忠夫

広報なかさと　　　平成5年12月10日
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小学校音楽交換会）

◎貝野小学校　　〈リコーダー演奏〉

　昨年度の合奏曲「ルーマニア民俗舞曲」に、今年は4人で挑戦しました。朝

学習の時間や昼休みなど、少しの時間を見つけては練習を重ねてきました。

　きれいな響きを皆さんに聞いてもらえるよう．4人で気持ちを合わせて演奏
します。

唱コンクールで3年生の課題曲として歌

ですが．合唱コンクールでの感動を思い

その後練習を始めた曲で￥練習期間は短

頑張りました。

◎高道山小学校　　〈器楽合奏〉

　「天国と地獄」の曲は、トリル奏法やテンポの速さに気をつけて練習してき

ました。「日本昔ぱなし」と「人間っていいな」の曲は．テレビ番組の日本昔話

のオープニングとエンディングテーマです。この2曲で温かいふるさとのよう

なものを感じられるように練習してきました。

　
中
里
村
小
中
学
校
音
楽
発
表
会
が

先
月
十
九
日
午
後
、
中
里
中
学
校
体

育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
村
内
の
小
中
学
校
で
は
音
楽
教
育

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
貝
野

小
学
校
の
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
や
中
里

中
学
校
の
吹
奏
楽
な
ど
は
、
毎
年
各

種
大
会
で
受
賞
の
栄
誉
に
浴
す
る
と

い
う
、
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
村
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
清

津
峡
小
樽
ば
や
し
は
、
地
域
に
根
差

盤
校
姻

　
灘
学
6

　
　
小
5。

・
鑑
盟
俣
●

　
　
、
◎◎倉俣小学校　　〈器楽合奏〉

　4・5・6年40人は、7目中旬から体育課外と両立しながら練習をしてきま
した。

　「フックト・オン・クラシ・．ソクス」の中には15曲のクラシックが入っていま

す。どの曲もどこかで聞いたことがあると思います。最初から最後までテンポ

を変えずに演奏するのに苦労しました。

し
た
芸
能
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
や
各
種

大
会
な
ど
に
出
演
依
頼
が
相
次
い
で

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
高
い
音
楽
レ
ベ
ル
を

維
持
す
る
に
は
、
毎
日
の
練
習
を
欠

か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
夏
休
み

に
汗
を
ふ
き
な
が
ら
、
あ
る
い
は
放

課
後
暗
く
な
る
ま
で
、
み
ん
な
心
を

一
づ
に
し
て
頑
張
り
ま
し
た
。
今
日

は
、
こ
の
素
暗
ら
し
い
演
奏
を
目
で

「
お
聴
き
」
く
だ
さ
い
。
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汝
鶏擢柳

◎田沢小学校　〈器楽合奏〉「愛のロマンス』「新世界」より第4楽章

　5月までは運動会の鼓笛パレード￥6～9目中旬までBSNコンクールの練習
をしました。8月2日の大会が終わってから本格的な練習を始めたパートもあ

ります。思うように時間が取れず練習不足ですが、気持ちを一つにして演奏し
ます。

騰

◎貝野小学校　　〈リコーダー合奏〉「セントポール組曲」

　慣れない楽器にとまどっていた4年生も￥5・6年生が優しく￥そして時に
は厳しく教えてくれたおかげで￥今では立派に吹きこなせるようになりました。

　「セントポール組曲」は．もともとはバイオリンやチェロ等で演奏する弦の

曲です。リコーダで弦の追力が出るようにと、頑張って練習してきました。

　チ　シマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

◎中里中学校　　〈合唱〉

　「アメリカンフィーリング」は校内合

いました。学年で歌うのは今日が初めて

出しかながら歌います。

　「明日の空にはぱたけるつばさを」は

かったのですが￥今日の発表を目指して

芸
術
の
秋

　
　
熱
演
に
酔
う

　
　
中
里
村
教
育
振
興
会
音
楽
部
長

　
　
倉
俣
小
学
校
長
松
岡
正
徳

　
戸
外
は
冷
た
い
雨
、
里
中
の
体
育

館
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
中
里
村
の
学
校
六
か
校
が
一
堂
に

会
し
て
の
発
表
会
、
今
年
も
感
動
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

◎倉俣小学校　　〈合唱〉

　「マーチングマーチ」は、曲を聞くと思わず行進したくなるように、リズム

に乗って歌います。「夕日がせなかをおしてくる」は、西の空に傾きかけた太陽

の光に照らされている感じを出せるように練習しました。全校児童が音楽クラ

ブの伴奏に乗って歌います。

　
演
奏
形
態
、
参
加
体
制
に
差
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ク
ー

ル
カ
ラ
ー
が
出
た
見
事
な
演
奏
で
し

た
。
聞
き
手
と
演
奏
者
の
呼
吸
も
ぴ

っ
た
り
合
い
、
音
楽
会
の
マ
ナ
ー
が

身
に
つ
く
と
同
時
に
、
同
じ
村
で
学

ぶ
者
の
同
朋
意
識
も
高
ま
っ
た
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

直
接
指
導
を
担
当
さ
れ
た
先
生
方

を
は
じ
め
、
関
係
者
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

◎中里中学校　　〈吹奏楽〉

　「ロシア領主たちの入場」は￥題名のとおりロシア領主たちが入場してくる

様子を表しています。クラリネットのソロで始まり￥人々が増えてくるように

演奏楽器も増えてきます。トランペット、トロンボーン、ファンファーレやド

ラム・マーチなど華やかになっていく様子が表されるように練習してきました。

平成5年12月10日広報なかさと7



蜘
　
脚願

撚羅聯
㎜㎜㎜撒欝

賞状の伝達を受ける高橋副社長と滝沢理事長

■
吋

．
　
舘
’

．
襲　
全
国
の
商
店
街
の
中
か
ら
優
秀
な

商
店
街
を
顕
彰
す
る
「
第
十
七
回
産

経
商
業
賞
」
が
、
中
里
村
地
域
開
発

㈱
と
協
同
組
合
中
里
村
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
産
経
新
聞
社
と
サ
ン

ケ
イ
リ
ビ
ン
グ
新
聞
社
が
主
催
し
、

∪
モ
ー
ル
に
「
産
経
商
業
賞
』

通
産
省
や
建
設
省
、
中
小
企
業
庁
、

日
本
商
工
会
議
所
な
ど
が
後
援
し
て

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
全

国
八
十
四
の
商
店
街
か
ら
応
募
が
あ

サ
、
こ
の
う
ち
九
商
店
街
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
中
里
村
地
域
開
発
㈱
と
協
同
組
合

中
里
村
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が

受
賞
し
た
の
は
全
国
中
小
企
業
団
体

中
央
会
長
賞
で
、
関
係
者
は
地
域
商

業
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
と
し
て
、
受
賞
を
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

．
欝

高
道
山
小
が
詩
吟
で
全
国
大
会
へ

　
　
　
ら

　
高
道
山
小
学
校
の
四
年
生
か
ら
六

年
生
二
十
六
人
が
先
月
三
日
、
東
京

の
日
比
谷
公
会
堂
で
開
か
れ
た
「
全

国
詩
吟
大
会
」
（
全
日
本
詩
吟
道
連
盟

主
催
）
に
出
場
し
、
見
事
な
ノ
ド
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
平
成
元
年
か
ら
隔
週
土

曜
日
の
三
時
間
目
に
、
臼
羽
毛
の
太

嶋
築
風
（
本
名
平
八
）
さ
ん
を
講
師

に
招
い
て
詩
吟
の
特
別
授
業
を
行
っ

て
お
り
、
地
域
も
こ
れ
を
応
援
し
、

父
母
ら
が
育
成
会
を
組
織
し
て
は
か

ま
を
そ
ろ
え
る
な
ど
、
地
域
一
体
と

な
っ
た
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
大
会
に
参
加
し
た
の
は
、
今

年
五
月
、
柏
崎
で
行
わ
れ
た
県
大
会

に
参
加
し
た
と
き
、
役
員
か
ら
「
レ

ベ
ル
が
高
い
か
ら
出
て
み
た
ら
」
と

勧
め
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
全

国
か
ら
百
六
十
一
団
体
が
参
加
し
た

中
、
小
学
生
の
部
は
高
道
山
小
だ
け
。

　
晴
れ
の
舞
台
に
立
っ
た
児
童
た
ち

は
腹
の
底
か
ら
大
き
な
声
を
出
し
て

「
中
庸
」
を
詠
じ
、
会
場
か
ら
盛
ん

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
同
小
で
は
今
後
も
詩
吟
の
練
習
を

続
け
、
来
年
の
県
大
会
で
い
い
結
果

が
出
せ
れ
ば
全
国
大
会
に
出
場
し
た

い
と
し
て
お
り
、
早
く
も
来
年
の
大

会
に
向
け
て
熱
が
入
っ
て
い
ま
す
。

講諾蝉・懸籔翼遡曇
　「中庸」を朗詠する高道山小学校児童
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鰻
、

中魚沼農業を考薦る研修会

　　～2璽世紀へ向貯τの中魚沼農業の欺維お～

の取り組みを話し合った研修会

羅藝難雛
灘
，
・
輪
罐
類
禁
縢

’
．
酸
　
　
．

暉
・

中
魚
沼
の
農
業
を
真
剣
に
考
え
よ
う

，
　
，
．
臨

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
く

な
る
中
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
中

魚
沼
の
農
業
を
真
剣
に
考
え
、
活
力

あ
る
農
業
に
取
り
組
も
う
と
先
月
十

六
日
、
十
日
町
市
の
ク
ロ
ス
ー
0
で
「
中

魚
沼
農
業
を
考
え
る
研
修
会
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
所

な
ど
三
団
体
が
主
催
し
た
も
の
で
、

郡
市
内
の
中
核
農
家
な
ど
、
女
性
を

含
む
お
よ
そ
五
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。　
小
林
津
南
町
長
の
開
会
の
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、
参
加
者
は
稲
作
、
野
菜
・

花
き
・
き
の
こ
、
畜
産
の
各
分
科
会

に
別
れ
て
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
取

り
組
み
や
後
継
者
対
策
な
ど
に
つ
い

て
積
極
的
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
あ
と
、
常
盤
大
学
人
間
科

学
部
助
教
授
の
柄
澤
行
雄
さ
ん
が
、

「
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
の
中
山
間

地
農
業
に
ど
う
取
り
組
む
か
」
と
題

し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
分
科
会
で
出
さ
れ
た
意
見
は
次
の

と
お
り
で
す
。

稲
作
分
科
会

　
規
模
拡
大
は
基
盤
整
備
と
密
接
に

関
わ
っ
て
い
る
。
集
落
内
あ
る
い
は

市
町
村
を
越
え
て
面
積
を
拡
大
す
る

方
法
も
あ
る
が
、
水
管
理
が
容
易
で

な
い
。
基
盤
整
備
は
食
昧
を
重
視
し

て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
食
味
が
落

ち
る
要
因
と
も
な
る
。

　
今
後
の
経
営
に
は
複
合
化
が
必
要

だ
が
、
余
裕
が
あ
る
と
き
に
複
合
化

を
図
り
た
い
。

　
後
継
者
対
策
と
し
て
は
、
も
う
か
ー

る
経
営
を
行
う
た
め
に
、
法
人
化
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

野
菜
・
花
き
・
き
の
こ
分
科
会

　
労
働
時
間
や
賃
金
の
面
で
、
他
産

業
並
み
と
な
る
こ
と
を
目
指
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
自
由
時
間
の
確
保

や
奥
さ
ん
を
楽
に
さ
せ
た
い
の
で
、

法
人
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
。

経
営
の
安
定
が
図
れ
な
い
と
後
継
者

は
育
た
な
い
。

畜
産
分
科
会

　
国
が
需
給
率
を
明
確
に
示
し
て
ほ

し
い
。
悪
臭
公
害
は
完
全
に
は
解
決

で
き
な
い
。
個
人
で
対
応
す
る
の
は

　
　鱒　

倉
俣
の
食
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
「
み

の
り
会
」
で
は
、
、
今
年
も
、
上
越
国

際
ス
キ
ー
場
の
売
店
で
販
売
す
る
野

沢
菜
漬
け
の
漬
け
込
み
を
行
い
ま
し

た
。　
こ
の
野
沢
菜
は
、
み
の
り
会
が
倉

俣
の
大
中
田
に
、
二
畝
の
畑
を
借
り

今
年
も
お
ふ
く
ろ
の
昧
を
漬
け
込
み
ま
し
た

て
作
付
け
し
た
も
の
で
、
今
年
は
秋

に
天
気
が
良
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
漬

け
物
に
は
最
適
の
野
沢
菜
が
取
れ
ま

し
た
。

　
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
中
、
都
会
の
人

た
ち
に
“
お
ふ
く
ろ
の
味
”
を
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
味
付
け
に
は
特
に

こ
だ
わ
り
、
塩
・
み
そ
・
し
し
と
う

だ
け
を
用
い
て
漬
け
込
む
と
い
う
、

い
な
か
風
昧
を
大
切
に
し
た
味
付
け

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
昨
年
と
同
様
八
百
㎏
を
漬

け
込
み
、
第
一
回
目
の
出
荷
を
今
月

の
第
三
週
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
か
ら
「
ふ
る
さ
と
館
」
で

も
販
売
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

で
、
都
会
の
方
へ
の
お
み
や
げ
に
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

大
変
な
の
で
、
行
政
で
行
っ
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
施
設
の
建
設
も
個
人
で

は
な
か
な
か
大
変
で
あ
り
、
行
政
で

行
っ
て
ほ
し
い
。
畜
産
事
業
者
は
減

っ
て
い
る
が
、
行
政
は
他
の
分
野
と

同
じ
に
力
を
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。

　
後
継
者
対
策
と
し
て
は
、
会
社
の

よ
う
な
考
え
方
を
と
っ
て
、
そ
っ
く

り
他
の
人
に
売
る
と
い
う
方
法
が
取

れ
れ
ば
、
設
備
投
資
も
し
や
す
く
な

る
の
で
、
後
継
者
対
策
の
一
方
法
に

な
る
と
思
う
。
設
備
を
国
が
リ
ー
ス

す
る
よ
う
な
事
業
が
あ
れ
ば
、
豚
価

が
下
が
っ
た
と
き
で
も
安
心
で
き
る
。野沢菜取りをする「みのり会」の皆さん

平成5年12月10日広報なかさと9



700匹のイワナを放流する倉俣小児童

ハ
．
醗
釜
川
に
イ
ワ
ナ
七
百
匹
放
流

…
難
　
先
月
号
で
お
伝
え
し
た
田
代
の
フ
　
　
と
合
わ
せ
て
川
沿
い
に
歩
道
を
設
け
　
　
の
手
に
よ
っ
て
一
斉
に
川
に
放
さ
れ

イ
ッ
シ
ン
グ
。
ハ
ー
ク
で
先
月
三
十
日
、
　
　
た
り
、
川
の
所
々
を
池
状
に
し
て
、
　
　
ま
し
た
。

魚
の
放
流
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
渓
流
魚
と
触
れ
合
え
る
場
所
が
作
ら
　
　
　
村
で
は
今
後
、
川
の
良
さ
を
認
識

　
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク
は
、
建
設
　
　
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
も
ら
う
と
共
に
、
家
族
連
れ
で

省
湯
沢
砂
防
工
事
事
務
所
が
、
”
魚
に
　
　
　
こ
の
日
放
流
さ
れ
た
の
は
、
長
さ
　
　
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
る
場
に
し
よ
う
と
、

や
さ
し
い
渓
流
づ
く
り
事
業
”
と
し
　
　
十
㎝
ほ
ど
に
成
長
し
た
養
殖
の
イ
ワ
　
　
施
設
の
建
設
計
画
を
練
っ
て
い
ま
す
。

て
建
設
し
た
も
の
で
、
護
岸
の
改
修
　
　
ナ
七
百
匹
で
、
倉
俣
小
学
校
の
児
童

㎜
　
∞
．
灘
笑
顔
の
大
輪
が
咲
き
ま
し
た
。

撒　
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
芸
能
大
会
　
　
よ
う
と
毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
、
　
　
片
手
に
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
ん
だ
り
、

が
先
月
十
五
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
　
　
十
日
町
ナ
ッ
メ
ロ
愛
好
会
の
特
別
出
　
　
お
互
い
の
近
況
を
話
し
合
う
お
年
寄

開
か
れ
、
お
よ
そ
四
百
人
が
仲
間
の
　
　
演
も
含
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
　
　
り
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
晩
秋
の
一
日

ク
ラ
ブ
員
の
演
芸
を
楽
し
み
ま
し
た
。
　
　
に
よ
る
歌
や
踊
り
、
詩
吟
な
ど
三
十
　
　
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
村
内
十
六
の
各
地
　
　
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

区
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
が
親
睦
を
深
め
　
　
　
会
場
に
は
、
お
酒
や
ジ
ュ
ー
ス
を

笑顔いっぱいの芸能大会

　　　　　　　謬

　　　⑬
清津峡小学校2年

山田亮太くん

いろいろなはっぱをさがすのを

がんばりました。木を作ろうとか

んがえたのがむずかしかったです。

かたつむりにへんしんさせるのが

よくできました。紙テープで字を

作ったのがおもしろかったです。

村山佑くん（1歳）⑱
明・恵美子夫妻の長男（田沢）

佑くんは外で遊ぶのが大好きで

す。晴れた日はもちろんのこと、

雨が降っても外へ出たがります。

大好物はバナナ。佑くんが泣い

た時でも、これさえあれぱすぐに

ニッコリ。他にも豆腐やせんべい￥

漬物などが好物です。

仏壇にある鐘をたたくのが楽し

くて、夏は朝6時前に起きて、仏
壇の前にすわっては「チーン」。鐘

をたたいたあとはキチンと手を合

わせ．仏様をお参りします。
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▼ミスミセス久米島紬

　　　選出大会

螺
　
⑳

　
ゆ
　
　縄沖

久米島細は、久米島で織られる美しい絹織物です。いつごろか

ら織られるようになったかはよくわかっていませんが、琉球王府

時代久米島細は御用布に指定され￥役人の厳しい監督のもと、島

の女性一人一人の手で生産が行われていました。地系はグール（サ

ルトリイバラ）やティカチ（オキナワシャリンバィ）などの茶系

染料で染めた後、鉄分を含んだ泥の中に漬けられて“泥染め”が

施され、久米島紬独特の深みある黒褐色に染め上がります。緋の

部分の色はクルボー（ナカパラクロキ）、ヤマモモなどの黄色系染

料が使われます。現在、久米島細保存会によって伝統ある久米島

紬の保存育成が行われています。

11月26日に「ミスミtzス久米島細選出大会」（久米島観光協会主

催）が行われ、伝統工芸である久米島細を着用し島の観光PRや

イベント等で活躍する万3人が選出されました。ミス久米島の宮

平さんは「久米島の伝統工芸や、素晴らしい海・自然を多くの万

にPRしていきたい。」と話していました。

　
　
　
丁
マ
は
U
F
O
O
仕
わ
ず
伽

　
先
月
中
旬
、
田
沢
の
村
山
善
作

さ
ん
か
ら
「
ユ
リ
の
畑
に
バ
ケ
ツ

の
底
で
押
し
た
よ
う
な
跡
が
無
数

に
つ
い
て
い
る
」
と
の
連
絡
が
あ

り
、
早
速
、
案
内
を
い
た
だ
い
て

現
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　
豊
里
の
上
に
あ
る
畑
の
中
に
、

確
か
に
あ
り
ま
し
た
。
円
形
の
跡

が
。
「
さ
て
一
体
何
だ
ろ
う
。
ひ
ょ

っ
と
し
た
ら
U
F
O
か
も
」
と
村

山
さ
ん
と
話
し
な
が
ら
調
べ
た
と

こ
ろ
、
倒
れ
た
ユ
リ
の
茎
が
強
風

に
あ
お
ら
れ
、
地
面
上
を
何
回
も

回
転
し
て
で
き
た
跡
と
判
明
し
、

一
件
落
着
と
な
り
ま
し
た
。

　
先
月
二
日
、
三
日
の
両
日
開
か
れ

た
村
老
人
菊
花
展
で
、
如
来
寺
の
服

部
喜
一
さ
ん
の
作
品
（
兼
六
香
菊
）

が
村
長
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
服
部
さ
ん
は
菊
作
り
を
始
め
て
三

年
目
。
一
年
目
に
し
て
浦
佐
菊
ま
つ

り
で
金
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
毎
年

立
派
な
菊
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

村
内
に
は
菊
作
り
を
愛
好
す
る
グ

繍

ル
ー
プ
、
盆
友
会
（
林
秀
会
長
・
会

員
2
5
名
）
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
会

員
も
少
な
い
た
め
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
人
か
ら
菊
作
り
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

菊
を
作
っ
て
三
年
目

　
　
　
　
　
　
　
服
部
喜
一

　
平
成
二
年
の
秋
、
美
し
く
咲
き
誇

っ
た
菊
を
見
て
「
よ
し
、
自
分
も
菊

を
作
っ
て
み
よ
う
」
と
決
め
ま
し
た
。

　
村
の
盆
友
会
の
方
々
の
指
導
を
得

て
、
ど
う
に
か
三
年
連
続
で
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
菊
作
り
は
手
間
が
か
か
る
と
か
、

ま
た
、
難
し
い
と
か
言
う
人
も
い
ま

す
が
、
そ
ん
な
誤
解
を
さ
せ
た
の
は

昔
の
菊
作
り
の
名
人
た
ち
が
悪
い
の

で
す
。
菊
作
り
は
誰
で
も
で
き
ま
す
。

私
も
今
後
、
よ
り
一
層
大
き
な
花
を

咲
か
せ
る
こ
と
に
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
菊
作
り
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ

研
究
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

多
く
の
仲
間
と
共
に
学
習
し
、
研
究

し
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

あ
な
た
の
趣
昧
に
菊
作
り
を
加
え
ま
せ
ん
か

老人菊花展で村長賞を受賞した服部さん

11 広報なかさと　　　平成5年12月10臼



灘

罫
挑
撃

、
．

％

上原重親歯科診療所長の

　
前
回
で
は
、
四
十
歳
以
降
に

歯
を
失
う
最
大
の
原
因
で
あ
る

歯
槽
膿
漏
の
予
防
法
と
し
て
、

歯
み
が
き
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
そ
の
続
き
で
、
歯
と

歯
の
間
の
み
が
き
方
に
つ
い
て

述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

㈹
歯
と
歯
の
間
の

　
　
　
　
　
　
み
が
き
方

　
加
齢
に
伴
っ
て
人
体
に
は

様
々
な
変
化
が
起
き
て
き
ま
す

が
、
図
1
は
歯
肉
の
状
態
に
つ

い
て
若
年
期
と
中
年
期
を
比
較

し
た
も
の
で
す
。
図
1
か
ら
、

若
年
期
で
は
歯
肉
が
歯
と
歯
の

間
を
埋
め
て
い
ま
す
が
、
中
年

期
で
は
歯
肉
が
下
が
っ
て
歯
と

歯
の
間
に
“
す
き
ま
”
が
生
じ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
比
較
的

中
年
期
の
多
く
の
人
に
認
め
ら

れ
ま
す
。
こ
の
“
す
き
ま
”
に

図1若年期

中年期

は
軟
ら
か
い
食
べ
物
が
た
ま
り

や
す
く
、
そ
の
結
果
と
し
て
細

菌
の
巣
と
な
る
歯
垢
が
形
成
さ

れ
ま
す
。
通
常
の
歯
ブ
ラ
シ
の

み
に
よ
る
、
こ
れ
ら
歯
と
歯
の

間
の
歯
垢
除
去
効
果
は
、
4
0

～
5
0
％
程
度
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
従
っ
て
、
歯
と
歯
の
間

は
中
年
期
か
ら
歯
槽
膿
漏
を
ひ

き
起
こ
す
最
も
危
険
な
場
所
で

あ
り
、
こ
の
場
所
を
い
か
に
清

掃
・
管
理
す
る
か
が
歯
槽
膿
漏

予
防
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

っ
て
き
ま
す
。

　
歯
と
歯
の
間
の
よ
ご
れ
を
完

全
に
除
去
す
る
た
め
に
は
、
以

下
に
示
す
よ
う
な
清
掃
用
具
を

用
い
て
み
が
く
こ
と
が
必
要
で

す
。①
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
（
図
2
・

　
図
3
）

　
2
0
㎝
ほ
ど
の
フ
ロ
ス
（
歯
医

者
さ
ん
や
薬
局
で
販
売
し
て
い

る
）
を
用
意
し
、
両
端
を
結
び

　
　
　
　
　
　
輪
状
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
こ
れ
を
左
右
の

　
　
　
　
　
　
人
差
し
指
と
中

　
　
　
　
　
　
指
で
強
く
引
っ

　
　
　
　
　
　
張
っ
て
保
持
す

　
　
　
　
　
　
る
。
左
右
の
人

　
　
　
　
　
　
差
し
指
間
の
距

　
　
　
　
　
、
離
は
前
歯
部
で

　
　
　
　
　
　
ー
・
5
㎝
、
臼

　／ノ

　　’ノ

　k

図2　輪状にしたフロス

へ

／
身

歯
部
で
は
2
㎝
程
度
と
調
整
し

な
が
ら
、
そ
の
部
を
歯
と
歯
の

間
に
通
過
さ
せ
る
。
通
過
さ
せ

た
フ
ロ
ス
を
ぴ
っ
た
り
と
歯
面

に
押
し
付
け
な
が
ら
上
下
に
通

過
さ
せ
る
。
指
に
よ
る
使
用
が

困
難
な
場
合
は
、
既
製
の
フ
ロ

ス
ホ
ル
ダ
ー
を
購
入
し
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

②
歯
間
清
掃
用
歯
ブ
ラ
シ
（
図

　
4
）

　
歯
肉
が
下
が
り
、
歯
と
歯
の

間
に
か
な
り
の
隙
間
が
生
じ
た

図3　正しいフロスの使い方人
が
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
み

が
き
方
は
、
歯
と
歯
の
間
の
外

側
（
ほ
ほ
・
唇
側
）
か
ら
中
央

部
に
向
か
っ
て
歯
問
ブ
ラ
シ
を

直
角
に
挿
入
し
た
後
、
数
回
出

し
入
れ
を
す
る
。
同
様
に
内
側

　
　
　
　
　
バ
9

　
　
　
　
　
　
　
じ
捕

　
　
　
　
　
　
ノ

垂
駈
．
∞
　
驚

　
　
　
　
　
　
蕊
騒

　図

（
舌
側
）
か
ら
も
使
用
す
る
。

隙
間
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
歯

ブ
ラ
シ
の
毛
先
の
太
さ
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。
無
理
に
歯
と
歯

の
間
に
歯
ブ
ラ
シ
を
挿
入
す
る

と
、
歯
肉
を
傷
つ
け
た
り
下
げ

た
り
し
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

猷、￥

歯問清掃用歯ブラシとデンタルフロス
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お間い合わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ
譲．灘

謡

お
年
欝
繊
翻

　
　
生
寺
が
疑
講
演
会

　
六
日
町
の
斎
藤
記
念
病
院
長
、

斎
藤
隆
景
先
生
が
、
「
も
っ
と
も
っ

と
心
ゆ
た
か
に
」
と
題
し
て
、
お

年
寄
り
の
生
き
が
い
に
つ
い
て
講

演
を
行
い
ま
す
．

目
時
1
2
月
1
6
日
㈲

　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
か
ら

　
　
　
　
午
後
3
時
ま
で

場
所
総
合
セ
ン
タ
ー
大
集
会

　
　
　
　
室

工
業
綴
離
調
査
に

　
　
　
　
　
　
態
脇
力
セ

　
製
造
業
に
属
す
る
事
業
所
を
対

象
に
、
1
2
月
31
日
現
在
で
全
国
一

斉
に
工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。　
こ
の
調
査
は
わ
が
国
の
製
造
業

の
姿
や
活
動
の
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
目
的
で
、
調
査
の
結

果
は
広
い
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
十
二
月
下
旬
か
ら
一
月
上
旬
に

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

人
員
整
理
縫
響
3
前
に

事
業
盤
織
鑓
総
隊
っ
と

お
待
ち
慮
瀧
幾
雛

　
　
ご
存
知
で
す
か

　
　
雇
用
調
整
助
金
成
制
度

　
助
成
金
の
額
は
、
休
業
手
当
の

3
分
の
2
か
ら
4
分
の
3
で
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
パ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
暦
57
－
2
4
0
7
）
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
蜜
徒
募
集

受
付
期
間
　
n
月
1
日
か
ら
平
成

6
年
1
月
4
日
㈹
ま
で

採
用
予
定
数
　
陸
上
自
衛
隊
生
徒

約
励
名
、
海
上
自
衛
隊
生
徒
約
6
0

名
、
航
空
自
衛
隊
生
徒
約
5
0
名

応
募
資
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、

平
成
6
年
4
月
1
日
現
在
1
5
歳
以

上
1
7
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校
卒

業
者
（
平
成
6
年
3
月
卒
業
見
込

み
の
者
を
含
む
。
）

試
験
ω
第
1
次
試
験

　
　
　
ア
期
日
　
平
成
6
年
1
月

　
　
　
　
6
日
㈲

　
　
　
イ
試
験
科
目
　
国
・
社
・

　
　
　
　
数
・
理
・
英
・
作
文

　
　
　
ウ
合
格
者
発
表
　
平
成
6

　
　
　
　
年
－
月
1
4
日
㈹

　
・
の
第
2
次
試
験

　
　
　
第
1
次
試
験
合
格
者
に
つ

　
　
　
　
い
て
行
い
ま
す
。

教
育
内
容
　
は
じ
め
の
約
2
年
半

な
い
し
3
年
間
は
陸
・
海
・
空
自

長女｝重地

二女｝田中

中田コ女長雄
子

長男｝如来寺

二女｝干溝

長男｝重地

…
胡
㎜
…
下
湯
堀
小

騨

簸
智
讐
騰
翻
糞
翻
馨
江
宣
口
子

　
　
　
木
　
山
　
ノ
　
部
　
口
　
木

　
　
　
鈴
　
村
　
井
　
服
　
樋
　
鈴

　
　
　
モ
　
モ
　
モ
　
モ
　
も
　
て

　
額
　
な
奈
　
な
奈
　
き
樹
　
ま
馬
　
こ
子
　
た
太

選
毒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
希

　
　
　
り
李
　
か
果
　
み
未
　
妨
勇
　
ゆ
由
　
肌
健

憲
訓
、
隆
夏
常
奏

．
獣
田
川
樂
藤

愚
苺
山
石
吉
佐

　
　
　
｛
　
　
｛

フ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

灘
侶
侶
⑲
綿
⑲
⑯
剛
暁

灘
．
ク
キ
ト
シ
ヨ
良
慈

繰
慧
フ
セ
ヤ
ヨ
キ
満
望
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
希
て

　
　
　
田
井
　
藤
楽
木
轍
咄

・
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
掲
申

　
　
　
廣
富
柳
齋
吉
藤
※

．
　
一
一

給
　
　
　
　
与

学年次 階級 俸給（月額）

1年

3　士
144、700円

2年 151，800円
2　士

3年 1　士 165，900円

4年 士　長 173，100円

修了時 3曹（教育修了時） 180，400円

衛
隊
生
徒
と
も
各
学
校
で
一
般
高

校
と
同
程
度
の
学
科
と
各
種
技
術

の
基
礎
を
学
ぶ
。
こ
の
期
間
を
終

え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
な
技

術
を
学
び
、
卒
業
後
は
各
部
隊
や

機
関
で
活
躍
す
る
。

◎
待
遇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

手
当
　
年
3
回
、
年
間
5
・
4
5

ケ
月
分

衣
・
食
・
住
全
員
、
学
生
宿
舎

で
生
活
し
、
被
服
類
・
寝
具
・
食

事
・
宿
舎
費
は
無
料

　　　22件

　　　O人
　　　29人

　　383目
（11月末累計）

●交通事故件数

　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
ゼ

者
者
故

　
　
　
　
事

　
　
　
　
亡

死
傷
死

●
　
　
●
　
　
●

お
問
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係
へ

目
時
1
2
月
1
4
彫
㈹

　
　
　
　
1
3
時
か
ら
1
5
時
30
分

場
所
本
屋
敷
の
一
部

ス
ポ
雌
螺
、
繋
会
結
果

ユ
ニ
ホ
ツ
ケ
ー
大
会

◎
子
供
の
部
（
5
チ
ー
ム
出
場
）

1
位
　
倉
俣
小
学
校
A

2
位
　
清
津
峡

3
位
　
倉
俣
小
学
校
B

◎
『
般
の
部
（
8
チ
ー
ム
出
場
）

1
位
　
芋
沢
A

2
位
　
パ
イ
テ
ィ
ッ
ク
ス
A

3
位
　
通
り
山

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
1
ー
チ
ー
ム
）

1
位
　
一
フ
イ
ダ
ー
ズ

2
位
　
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ

3
位
　
K
2
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樋ロ裕美さん
集落田中

青春してます
　12月10目～12月25日

カレンタ“一
昭和46年10月24日生まれ　22歳

10働
心配ごと相談（山田虎・一）

合老人福祉センター　（∋13：30～16：00

11（土） 年末の交通事故肺止運動（～31日まで）

12（日）

13（月） 交通事故相談

合十日町市役所（D10：00～14：00（受付）

14㈹
停電（本屋敷の一部）

（D13：00～15：30

15㈱ 年賀状受け付け開始（郵便局）

16休） お年寄りの生きがい講演会
合総合センター　（D13：30～15：00

17働

妊婦健診・母親学級
合上村病院（D13：00～13：30（受付）

心配ごと相談（村山篤稔）

合老人福祉センター　（D13：30～16：00

18ω

19（日）

20（月）

21㈹

22ωO

23休） 天皇誕生日

24働

心配ごと相談（山本ケン）

合老人福祉センター　013：30～16：00

行政相談
合老人福祉センター　（∋13：30～16：00

25ω クリスマス

※変更する場含があ聯ます。御嗣の際は確認を

星座さそり座
血液型0型
身長150cm
．4月からデイサービスセンター

の寮母として、お年寄りのお世話

をしている。「ちょうど私が孫にあ

たる年令なので、かわいがっても

らっています。人の世話をするの

が好きだし、お年寄りと話してい

ると、いろいろなことを教えても

らえて楽しいですよ」。

体を動かすことが好きで、週2

回は市内のエアロビスタジオで汗

を流す。趣味はカラオケ。結婚は

「まだ考えてないけど、25歳ころ」

灘讐鰻

⑳津南病院鷺謂

㊧中条病院禅協1

㊧大熊内科医院禅講

　
「
買
う
物
が
な
く
な
っ
た
」
、
そ

ん
な
声
と
と
も
に
不
況
風
が
吹
き

荒
れ
、
高
名
な
学
者
・
評
論
家
で

さ
え
、
こ
の
不
況
か
ら
の
脱
出
法

と
な
る
と
意
見
が
分
か
れ
る
と
こ

ろ
。
原
因
は
と
い
う
と
、
や
れ
「
経

済
の
構
造
が
変
わ
っ
た
」
と
か
「
消

費
者
の
購
買
心
理
が
冷
え
き
っ
た
」

な
ど
、
む
ず
か
し
い
言
葉
で
語
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
つ
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

話
、
み
ん
な
が
普
通
の
生
活
に
戻

っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

▼
「
昔
は
食
う
た
め
に
働
い
た
」

と
い
う
親
の
言
葉
に
、
「
そ
れ
は
昔

の
話
」
と
聞
く
耳
持
た
ず
で
き
た

も
の
の
、
不
況
の
今
は
、
「
働
く
」

こ
と
の
意
味
を
も
う
一
度
考
え
直

す
い
い
機
会
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

スギ

．　　　癖
　麟

・
毒
『

嘱

ユリ

　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1￥愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をうくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

北陸地方3カ月予報
【予報期間　12月から2月】

暖かい日が多いでしょう。

各月とも、降雪量は少ない見

込みです。

〈天気〉

12月　冬型の気圧配置は長続き

　　せず、暖かいEヨが多いで

　　しよう。
1月　冬型の気圧配置は長続き

　　せず、暖かい日が多いで

　　しよう。
2月　天気は周期的に変わるで

　　しょう。暖かい日が多く、

　　低気圧の影響で雨の降る

　　日があるでしょう。

〈予想経過〉

◎期間全体（12～2月）

　冬型の気圧配置は長続きし
ない。各目とも暖かい日が多

く、降雪量も少ない。

◎12月

　日本付近への強い寒気の南

下はなく、平年より暖かい日

が多い。

◎1月
　引き続き日本付近への強い

寒気の南下はなく、また冬型

の気圧配置となっても一時的

で長続きしない。降雪量は平

年より少ない。

◎2月
　引き続き日本付近への寒気
の南下はなく、平年より暖か

い日が多い。天気は周期的に

変化し、日本付近を通過する

低気圧の影響で雨の降る日も

ある。

11月末現在
（）は前月比

糞人ロ男3，342人（＋2）女3，359人（±0）計6，701人（＋2）墾世帯数1，637（一3）
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